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は
じ
め
に

　
「
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
」
は
、
室
町
幕
府
足
利
将
軍
家
の
重
要
な
一
門
で
あ
る
吉
良
氏
が
現

在
の
西
尾
市
域
を
治
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
二
二
一
年
の
承

じ
ょ
う

久
き
ゅ
う

の
乱
か
ら
ち
ょ
う
ど
八
百
年
に

当
た
る
と
と
も
に
、
西
尾
市
幡
豆
郡
三
町
合
併
十
周
年
と
も
重
な
る
年
で
あ
る
た
め
、
こ
の
機
会
に

市
民
の
さ
ら
な
る
融
和
を
図
る
歴
史
イ
ベ
ン
ト
「
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
書
は
、
「
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
」
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
吉
良
氏
の
歴
史
を
誰
で
も
容
易
に
、
か
つ
楽

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
く
実
行
委
員
会
で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
マ
ン
ガ
本
を
作
ろ
う
と
い
う
意

見
で
一
致
し
、
著
者
に
つ
い
て
は
地
元
西
尾
市
出
身
で
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
す
ず
き
孔
氏
に

お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
お
忙
し
い
中
、
快
く
本
書
の
作
成
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
た
す
ず
き
氏
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
書
で
は
、
吉
良
氏
初
代
長お
さ

氏う
じ

、
南
北
朝
時
代
の
動
乱
を
駆
け
抜
け
た
武
将
満み
つ

貞さ
だ

、
そ
し
て
中
世

吉
良
氏
最
後
の
当
主
義よ
し

昭
あ
き
ら

と
そ
の
重
臣
富と
み

永な
が

伴ば
ん

五ご

郎ろ
う

を
中
心
に
、
誇
り
高
き
吉
良
氏
の
姿
を
分
か
り

や
す
く
描
い
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
本
書
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
吉
良
氏
の
歴
史

に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
　
令
和
二
年
二
月

吉
良
氏
８
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
　
会
長
　
斎
藤
　
吾
朗
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　❶
西に

し

お尾
城
じ
ょ
う
あ
と跡

　
市
指
定
史
跡

（
西
尾
市
錦
城
町
・
西
尾
市
歴
史
公
園
内
）

　
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
の
戦
功
で
現

在
の
西
尾
市
地
域
に
進
出
し
た
足
利
義
氏
が

築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
城
で
、
は
じ
め
は
西

条
城
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
義
氏
の
子
孫
は
や

が
て
「
吉
良
」
を
名
乗
り
、
こ
の
地
を
拠
点

と
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
は
代
々
譜
代
大
名
が
城
主
と
な

り
、
最
後
は
大お
ぎ
ゅ
う
ま
つ
だ
い
ら

給
松
平
氏
六
万
石
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
本
丸
と
姫
丸
や
東
之

丸
の
一
部
が
市
指
定
史
跡
で
す
。

　❷
御み
つ
る
ぎ
は
ち
ま
ん
ぐ
う

剣
八
幡
宮

（
西
尾
市
錦
城
町
・
西
尾
市
歴
史
公
園
内
）

　
西
尾
城
の
本
丸
に
鎮
座
す
る
神
社
で
す
。

か
つ
て
松
山
（
西
尾
市
山
下
町
か
）
に
あ
っ

た
も
の
を
西
尾
城
築
城
の
際
に
城
内
鎮
護
の

た
め
現
在
地
に
勧
か
ん
じ
ょ
う請

し
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
御
神
体
と
し
て
源
家
相
伝
の
名
刀
「
髭ひ
げ

切き
り

」
を
納
め
る
こ
と
か
ら
御
剣
八
幡
宮
と
称

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
わ
り
に
六
つ
の
御
堂
が
あ
り
ま
し
た

が
、
一
五
九
〇
年
の
田
中
吉
政
の
城
郭
拡
張

の
際
に
城
下
に
分
散
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　❸
鶴
つ
る

　が

　さ
き

　て
ん

　ま
ん

　ぐ
う

ケ
崎
天
満
宮

（
西
尾
市
鶴
ケ
崎
町
）

　
『
今
川
家
譜
』
に
よ
れ
ば
承
久
の
乱
（
一

二
二
一
年
）
の
後
、
三
河
国
守
護
・
吉
良
荘

地
頭
と
な
っ
た
足
利
義
氏
は
、
長
男
で
あ
り

な
が
ら
足
利
氏
の
家か

と

く督
を
継
げ
な
か
っ
た
長お

さ

氏う
じ

に
吉
良
荘
を
譲
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
吉

良
氏
の
初
代
と
な
っ
た
長
氏
は
吉
良
荘
の
領

地
経
営
に
当
た
り
、
一
二
五
一
年
に
鶴
ケ
崎

天
満
宮
を
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
長
氏
は
天
満
宮
の
祭
神
菅
原
道
真
公
を
自

分
自
身
に
た
と
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

❹
実じ
っ
そ
う
じ

相
寺
（
釈し
ゃ

迦か

三さ
ん

尊そ
ん

像ぞ
う

）

（
西
尾
市
上
町
）

　
三
河
最
古
の
臨
済
宗
寺
院
で
、
吉
良
氏
二

代
満
氏
が
一
二
七
一
年
に
創
建
し
た
吉
良
氏

の
菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
で
す
。
往
時
は
七
堂
伽が

ら

ん藍
を
備
え
、

多
く
の
塔
た
っ
ち
ゅ
う頭

寺
院
も
あ
り
、
三
河
臨
済
禅
の

中
心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
開
山
の
聖
し
ょ
う
い
ち一
国こ

く

し師
（
円え

ん

に爾
）
は
禅
文
化
と

し
て
、
こ
の
地
方
に
初
め
て
茶
を
も
た
ら
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
道
正
面
の
釈し
ゃ

迦か

堂ど
う

（
県
指
定
文
化
財
）

に
は
、
吉
良
氏
五
代
満
貞
が
一
三
六
二
年
に

造
立
し
た
釈
迦
三
尊
像
（
県
指
定
文
化
財
）

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
非
公
開
で

す
が
、
毎
年
四
月
第
二
日
曜
日
の
「
花
ま
つ

り
」
に
は
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

御剣八幡宮

鶴ケ崎天満宮

実相寺釈迦三尊像

西尾城本丸丑寅櫓

吉
良
氏
ゆ
か
り
の
地
紹
介

本
書
に
登
場
す
る
市
内
の
吉
良
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
や

登
場
人
物
に
関
わ
る
史
跡
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
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康全寺本堂

今川氏発祥の地

東条城跡

花岳寺東条吉良氏墓所

❺
康こ
う

全ぜ
ん

寺じ

（
西
尾
市
満
全
町
）

　
西
尾
城
内
に
あ
っ
た
御
剣
八
幡
宮
六
坊
の

う
ち
神
宮
寺
釈
迦
堂
と
金
剛
王
院
大
日
堂
が

前
身
と
い
わ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
す
。
院
号

を
満
貞
院
、
元
は
吉
良
山
満
全
寺
と
い
い
、

吉
良
氏
五
代
満
貞
の
妻
が
開
基
に
か
か
わ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
康
全
寺
の
梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘（

市
指
定
文
化
財
）
は
、「
三

川
州
実
相
寺
　
僧
堂
前
鐘
也
」
と
の
刻
銘
が

あ
り
、
吉
良
氏
菩
提
寺
実
相
寺
の
古
鐘
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
西
尾
城
下
の
中
心
寺
院
と
し
て
栄
え
て
い

ま
す
。

❻
今い
ま
が
わ川

氏し

発
は
っ
し
ょ
う祥

の
地ち

　
市
指
定
史
跡

（
西
尾
市
今
川
町
）

　
西
尾
中
学
校
の
南
側
に
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
、
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
今
川
了
俊
の

供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

　
吉
良
・
今
川
氏
の
祖
、
足
利
長
氏
は
足
利

本
宗
家
を
継
げ
な
か
っ
た
か
わ
り
に
吉
良
荘
を

譲
り
受
け
ま
し
た
。
吉
良
荘
内
の
今
川
の
地
は

や
が
て
長
氏
の
次
男
国
氏
に
譲
ら
れ
、
こ
の
地

名
か
ら
今
川
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
や
が
て
、
今
川
氏
は
守
護
大
名
・
戦
国
大

名
と
し
て
発
展
し
ま
す
が
、
桶
狭
間
の
戦
い

（
一
五
六
〇
年
）
で
今
川
義
元
が
討
ち
死
に

す
る
と
、
し
だ
い
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

❼
東と
う

条
じ
ょ
う

城
じ
ょ
う

跡あ
と

（
西
尾
市
吉
良
町
駮
馬
）

　
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
の
後
、三
河
守
護
・

吉
良
荘
地
頭
と
な
っ
た
足
利
義
氏
は
、
吉
良

荘
を
貫
く
当
時
の
矢
作
川
（
弓
取
川
）
を
境
に
、

西
側
の
吉
良
荘
西
条
に
西
条
城
を
、
東
側
の

吉
良
荘
東
条
に
東
条
城
を
築
き
、
長
男
長
氏

を
西
条
に
、
三
男
義
継
を
東
条
に
置
き
、
吉

良
荘
を
分
け
て
治
め
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
東
条
城
は
東
条
吉
良
氏
、
の
ち
に
東
条
松

平
氏
の
居
城
跡
で
、
曲く

る

わ輪
や
土
塁
の
一
部
が
残

り
、
中
世
の
城
の
様
子
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま

す
。

　
平
成
五
年
に
城
門
・
物
見
櫓
な
ど
が
復
元

さ
れ
、
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❽
花か

岳が

く

じ寺
（
東
と
う
じ
ょ
う条

吉き

ら良
氏し

墓ぼ

し

ょ所
）

（
西
尾
市
吉
良
町
岡
山
）

　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
、
東
条
吉
良

氏
の
菩
提
寺
で
す
。
寺
伝
で
は
、
吉
良
氏
四

代
満
義
が
実
相
寺
四
世
一いっ

ぽ
う
み
ょ
う
い
つ

峰
明
一
（
仏ぶ

っ
か
い海

禅ぜ

ん

じ師
）
を
招
い
て
創
建
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
境
内
奥
の
階
段
を
上
る
と
東
条
吉
良
氏
の

墓
所
が
あ
り
、
初
代
吉
良
義
貴
、
そ
の
父
満

義
、
吉
良
持
広
な
ど
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
東
条
吉
良
氏
初
代
義
貴
の
法
名
は
霊
源
寺

殿
と
号
し
ま
す
が
、
花
岳
寺
門
前
参
道
東
側

に
は
、
明
治
初
年
に
廃
寺
に
な
っ
た
塔
た
っ
ち
ゅ
う頭

霊

源
寺
の
跡
が
あ
り
、
吉
良
義
貴
が
開
基
に
か

か
わ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
み
ん
い
ち
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❾
今い
ま
が
わ川

義よ
し
も
と元

の
首く
び

塚づ
か

（
東と
う
こ
う
じ

向
寺
）

（
西
尾
市
駒
場
町
）

　
今
川
氏
は
吉
良
氏
の
分
家
で
あ
り
ま
す

が
、
一
五
四
九
年
と
一
五
五
五
年
の
二
度
今

川
氏
に
反
逆
し
た
結
果
、
そ
の
傘さ

ん

か下
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
東
向
寺
の
東
の
山
の
中
腹
に
今
川
義
元
の

首
塚
と
伝
え
ら
れ
る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
桶

狭
間
の
戦
い
（
一
五
六
〇
年
）
で
討
ち
死
に

し
た
義
元
は
、
当
時
の
住
職
が
伯
父
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
配
下
の
戦
死
者
と
と
も
に
こ
の

地
に
葬
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
向

寺
は
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
寺
院
で
、
江
戸

時
代
に
作
ら
れ
た
義
元
の
位
牌
も
安
置
し
て

い
ま
す
。

❿
藤ふ
じ

波な
み

畷
な
わ
て

古こ

戦せ
ん

場
じ
ょ
う

（
伴ば
ん
ご
ろ
う

五
郎
地じ

ぞ

う蔵
）

（
西
尾
市
吉
良
町
寺
嶋
・
瀬
戸
）

　
桶
狭
間
の
戦
い
の
翌
年
の
一
五
六
一
年
九

月
、
三
河
統
一
を
進
め
る
松
平
元
康
（
の
ち

の
徳
川
家
康
）
は
吉
良
氏
十
四
代
義
昭
が
籠こ
も

る
東
条
城
へ
総
攻
撃
を
か
け
ま
す
。
主
戦
場

と
な
っ
た
城
の
西
の
藤ふ
じ
な
み
な
わ
て

波
畷
一
帯
は
沼
田

で
、
通
れ
る
の
は
細
い
あ
ぜ
道
の
み
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
吉
良
方
で
は
二
十
五
歳
の
名

将
富
永
伴
五
郎
忠
元
が
主
君
義
昭
を
逃
れ
さ

せ
る
た
め
、
城
か
ら
討
っ
て
出
て
、
一
族
郎

党
全
滅
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
伴
五
郎
が

討
ち
死
に
し
た
地
に
は
地
蔵
が
祀ま
つ

ら
れ
、
現

在
で
も
伴
五
郎
地
蔵
と
よ
ば
れ
て
地
元
の

方
々
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

⓫
華け

蔵ぞ
う

寺じ

（
西
尾
市
吉
良
町
岡
山
）

　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
、
一
六
〇
〇

年
に
吉
良
義
定
が
吉
良
氏
十
三
代
義
安
を
開

基
と
し
て
再
興
し
た
吉
良
家
の
菩
提
寺
で

す
。
墓
所
に
は
義
安
以
下
、
最
後
の
当
主

義よ
し
ち
か周
ま
で
の
墓
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
御
影
堂
に
安
置
す
る
吉
良
義よ
し
ひ
さ央
の
木
像

（
県
指
定
文
化
財
）
は
、
五
十
歳
の
姿
を
刻

ん
だ
も
の
と
い
わ
れ
、
自
ら
彩
色
を
施
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
は
非
公
開
で

す
が
、
毎
年
十
二
月
十
四
日
の
吉
良
公
毎
歳

忌
の
際
に
は
、
義
央
が
寄
進
し
た
境
内
西
側

に
あ
る
経
蔵
内
に
安
置
す
る
白
衣
観
音
と
と

も
に
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

伝今川義元の首塚

藤波畷古戦場と伴五郎地蔵（右）

華蔵寺吉良家墓所

吉良義央の木像華蔵寺経蔵
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桐山西

23

23

寺嶋

かみよこすか

白山
  公園

白
山
随
道

藤井 I.C

至名古屋

西浅井町西尾東高

三和小

東部中

室場小

中原 I.C

志
貴
野
橋

名
豊
矢
作
橋

まちまえ

岡ノ山遊ぼっちゃ広場

道の駅にしお岡ノ山
八ツ面小

小
川
橋

深溝断層

三ヶ根山

小町トンネル

八幡トンネル

殉国七士の墓

三ヶ根山スカイライン

（あじさいライン） やまももの里

津平小

横須賀小

幸田町

安城市 岡崎市

宮迫

友国

にしおぐち

西尾中

西尾商工

ホワイトウェイブ 21

平原ゲンジボタルの里

茶臼山 203 展望台

いきものふれあいの里（センターゾーン）

幸田須美 I.C

無の里休憩所

平原の滝

道の駅
筆柿の里・
幸田

グ
リ

ー
ン

ロ
ー

ド

幸田桐山 I.C

こ
う
だ

あいみ

いきものふれあいの里

（サブゾーン）

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

八
ツ
面
山
公
園

小島江原 I.C

駒場町

善明

善明市民運動
広場

至
蒲
郡

逆川

西尾東 I.C

尾花町

江原町東

広
田

川

東浅井町

J
R
東
海
道
新
幹
線

矢
作
古
川

線
尾

西
鉄

名

❼

❽

❾

10

11

吉
良
氏
ゆ
か
り
の
地
案
内
図
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41

12

北
浜

川

247

23

油ヶ淵油ヶ淵

かみよこすか

白山
  公園

白
山
随
道

根崎町長配
安城西尾インター

安城西尾 I.C

米津八百目
藤井

志
貴
野
橋

よねづ

名
豊
矢
作
橋

米
津
橋

新渡場町

さくらまちま

市民
病院

根崎町

上塚橋西

西尾高

鶴城小

中畑小

西野町小

平坂小

矢田小

平坂中

寺津中

寺津小

八ツ面小鶴城中

米津小

矢作川
西尾緑地

伏見屋

中
畑
橋

田貫町

鶴城丘高

西尾小

尚古荘

旧近衛邸

本丸丑寅櫓

西尾市
歴史公園

上矢田南 菱池町池溿

寺津町

刈宿町

ふくち

鵜ヶ池町

熱池町

吉良中

横須賀小

荻原小

尾﨑士郎記念館

寺
津
漁
港

一色高

一色町商工会

一色中部小

一色西部小

一色南部小

前野

大塚

安城市

碧南市

平
坂
入
江

中畑橋東

平坂橋

行用町

にしおぐち

西尾市役所
西尾中

花ノ木小

福地北部小

福地南部小
福地中

西尾観光
案内所 西尾商工

会議所

八
ツ
面
山
公
園

コミュニティ公園

尾﨑士郎
生誕地

寺津大明神

西尾市岩瀬文庫

矢
作
古
川に

し
お

矢
作

川
大

橋

棚
尾

橋

上塚橋

線
尾

西

矢
作
川

❶
❷

❸

❺

❹

❻

国道

城跡

主要地方道

新幹線

JR線

私鉄線

航路

信号機

市役所

寺院

神社

小中高校

郵便局

病院

凡　　例

道の駅

主な観光地
主な施設

主な
交差点

❶西尾城跡

❷御剣八幡宮

❸鶴ケ崎天満宮

❹実相寺

❺康全寺

❻今川氏発祥の地

❼東条城跡

❽花岳寺

❾今川義元の首塚（東向寺）

❿藤波畷古戦場（伴五郎地蔵）

⓫華蔵寺
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❖ 
吉
良
氏
略
年
表

時
代
・
年
代

こ

と

が

ら

時
代
・
年
代

こ

と

が

ら

鎌
　
　
倉

一
二
二
一

一
二
二
八

一
二
五
一

一
二
七
一

一
二
七
五

一
二
八
五

一
三
三
一

一
三
三
三

南

北

朝

一
三
三
六

一
三
三
八

一
三
四
一

一
三
四
三

一
三
四
五

一
三
五
〇

一
三
五
六

一
三
六
〇

一
三
六
二

一
三
八
四

承
久
の
乱
。
足
利
義
氏
が
三
河
国
守
護
・
吉
良
荘
地
頭
に

義
氏
が
西
条
城
・
東
条
城
を
築
く
？

こ
の
こ
ろ
か
ら
初
代
足
利
（
吉
良
）
長
氏
が
鎌
倉
幕
府
に
出
仕

長
氏
が
鶴
ケ
崎
天
満
宮
を
造
営
？

二
代
足
利
（
吉
良
）
満
氏
が
実
相
寺
を
創
建

こ
の
こ
ろ
満
氏
が
越
前
国
守
護
に

霜
月
騒
動
。
満
氏
の
嫡
子
貞
氏
が
討
た
れ
る

満
氏
が
願
成
寺
を
開
創
？

三
代
足
利
（
吉
良
）
貞
義
が
足
利
尊
氏
に
鎌
倉
討
幕
を
勧
め
る

鎌
倉
幕
府
が
滅
び
る

建
武
式
目
の
制
定
。
室
町
幕
府
成
立

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
貞
義
が
浜
松
荘
を
領
有

貞
義
死
去
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
名
字
が
足
利
か
ら
吉
良
に

天
龍
寺
供
養
の
随
兵
に
五
代
吉
良
満
貞
が
加
わ
る

観
応
の
擾
乱
。
四
代
吉
良
満
義
が
足
利
尊
氏
・
高
師
直
方
、
満
貞
が

足
利
直
義
（
尊
氏
弟
）
方
に

満
義
死
去
。
東
条
吉
良
氏
の
分
立
？

こ
の
こ
ろ
満
貞
が
幕
府
（
北
朝
）
に
帰
順

満
貞
が
実
相
寺
に
釈
迦
三
尊
像
を
造
立

満
貞
死
去

一
三
九
一

一
三
九
二

室
　
　
町

一
四
〇
九

一
四
一
九

一
四
四
〇

一
四
六
五

戦
　
　
国

一
四
六
七

一
四
八
一

一
四
九
三

一
五
〇
八

一
五
一
一

一
五
一
六

一
五
一
七

一
五
二
〇

一
五
四
〇

六
代
吉
良
俊
氏
が
室
町
幕
府
の
要
職
引
付
頭
人
に

相
国
寺
供
養
の
随
兵
に
俊
氏
が
加
わ
る

七
代
吉
良
義
尚
が
三
河
華
蔵
寺
を
保
護

義
尚
が
浜
松
荘
に
賀か

久く

留る

八
幡
宮
を
造
立

こ
の
こ
ろ
吉
良
氏
が
足
利
氏
御
一
家
（
御
三
家
）
筆
頭
に

八
代
吉
良
義
真
が
京
都
の
屋
敷
で
盛
大
な
犬
追
物
を
催
す

応
仁
・
文
明
の
乱
（
～
七
七
）

義
真
死
去
。
九
代
吉
良
義
信
が
家
督
を
継
ぐ

明
応
の
政
変

明
応
の
政
変
で
失
脚
し
た
足
利
義
尹
（
義
稙
）
が
将
軍
に
復
帰
。
吉

良
邸
が
仮
御
所
に

将
軍
義
尹
（
義
稙
）
京
都
を
出
る
。
十
代
吉
良
義
元
が
こ
れ
に
従
い
、

吉
良
邸
の
仮
御
所
は
放
火
さ
れ
る

義
信
が
家
督
を
十
一
代
吉
良
義
尭
に
譲
る
。
義
尭
の
父
義
元
は
こ
れ

以
前
に
死
去

吉
良
氏
が
浜
松
荘
の
領
有
権
を
失
う

～
三
〇
の
間
に
義
尭
が
今
川
氏
親
の
娘
（
義
元
姉
）
と
結
婚

十
二
代
吉
良
義
郷
が
西
尾
城
で
討
死
？
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時
代
・
年
代

こ

と

が

ら

時
代
・
年
代

こ

と

が

ら

一
五
四
九

一
五
五
五

一
五
六
〇

一
五
六
一

一
五
六
三

一
五
六
四

一
五
六
九

一
五
七
三

安
土
桃
山

一
五
九
〇

一
六
〇
〇

江
　
　
戸

一
六
〇
三

一
六
一
〇

一
六
二
七

一
六
四
一

一
六
四
三

一
六
六
三

一
六
六
四

吉
良
荘
が
今
川
氏
に
攻
め
ら
れ
、
十
三
代
吉
良
義
安
は
矢
文
で
降
伏

を
迫
ら
れ
る

西
尾
城
が
今
川
氏
に
攻
め
ら
れ
落
城
。
義
安
が
五
七
年
ま
で
に
駿
河

国
薮
田
に
幽
閉
さ
れ
る

織
田
方
の
兵
火
で
実
相
寺
が
焼
失

桶
狭
間
の
戦
い
。
今
川
義
元
死
去

藤
波
畷
の
戦
い
。
十
四
代
吉
良
義
昭
が
東
条
城
で
松
平
元
康
（
の
ち

の
徳
川
家
康
）
に
敗
戦

～
六
四
、
三
河
一
向
一
揆

松
平
家
康
（
徳
川
家
康
）
が
義
昭
を
再
び
破
る
。
吉
良
氏
没
落

義
安
死
去

室
町
幕
府
が
滅
び
る

徳
川
家
康
が
関
東
に
移
封
。
三
河
武
士
は
関
東
へ
移
る

関
ケ
原
の
戦
い

近
世
吉
良
氏
初
代
吉
良
義
定
が
華
蔵
寺
を
再
興

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る
。
江
戸
幕
府
成
立

こ
の
こ
ろ
二
代
吉
良
義
弥
が
高
家
と
し
て
活
動
を
開
始

義
定
死
去

四
代
吉
良
義
央
誕
生

義
弥
死
去

義
央
長
男
三
郎
（
の
ち
の
上
杉
綱
憲
）
誕
生

米
沢
藩
三
代
藩
主
上
杉
綱
勝
（
義
央
妻
富
子
の
兄
）
急
死
。
義
央
長

男
三
郎
が
上
杉
家
の
養
子
に

一
六
六
八

一
六
七
七

一
六
七
八

一
六
八
五

一
六
八
六

一
六
八
八

一
七
〇
一

一
七
〇
二

一
七
〇
三

一
七
〇
六

三
代
吉
良
義
冬
死
去

義
央
初
め
て
吉
良
荘
を
訪
れ
る

義
央
次
男
三
郎
誕
生

義
央
次
男
三
郎
死
去

義
央
が
黄
金
堤
を
築
く
？

五
代
吉
良
義
周
（
上
杉
綱
憲
次
男
）
誕
生

義
央
が
富
好
新
田
を
開
発

義
央
が
江
戸
城
大
廊
下
で
赤
穂
藩
主
浅
野
長
矩
に
切
ら
れ
る

義
央
が
赤
穂
浪
人
に
襲
撃
さ
れ
殺
さ
れ
る

義
周
が
信
州
諏
訪
に
配
流

義
周
死
去
。
三
河
吉
良
氏
嫡
流
断
絶

　
※ 

地
元
の
伝
承
な
ど
同
時
代
史
料
で
確
認
で
き
な
い
も
の
は
、
「
？
」

を
付
し
ま
し
た
。
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あ
と
が
き

　
こ
の
マ
ン
ガ
は
西
尾
市
に
住
む
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
土
地
に
昔
住
ん
で
い
た
吉
良
氏
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
描
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
皆
さ
ん
に
地
元
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
私
自
身
の
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
私
は
マ
ン
ガ
家
に
な
り
た
く
て
、
大
学
を
出
て
か
ら
東
京
で
マ
ン
ガ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
場
に
は
私
と
同
じ
よ
う
に
い
ろ
ん
な
地
方
か
ら

集
ま
っ
て
き
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
仲
間
が
い
ま
し
た
。

　
仕
事
の
合
間
に
な
る
と
、
み
ん
な
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
の
名
物
や
歴
史
に
つ
い
て
楽
し
そ
う
に
話
す
の
で
す
。
で
す
が
私
だ
け
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な

ら
地
元
に
20
年
以
上
住
ん
で
い
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
西
尾
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
何
も
な
い
た
だ
の
田い

な

か舎
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
当
然
で
す
。

　
私
は
そ
れ
が
と
て
も
情
け
な
く
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
三み

か

わ河
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
特
に
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
土
地
に
実
は
大
変
な
歴
史
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
感
動
的
な
人
生
が
あ
り
、
時
に
は
そ
れ
が
日
本
の
歴
史
全
体
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
実
家
の
あ
る
西
尾
に
帰
っ
て
く
る
と
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
何
の
変
て
つ
も
な
い
山
や
川
、
お
寺
や
道
が
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
風
景
に

見
え
、
地
名
一
つ
に
も
感
動
し
、
「
何
も
な
い
た
だ
の
田
舎
」
だ
っ
た
の
が
何
も
か
も
が
輝
い
て
見
え
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
こ
と
が
心
底
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
知
識

と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
私
は
そ
ん
な
体
験
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
ら
せ
た
い
と
思
い
、
地
元
の
知
ら
れ
ざ
る
武
将
た
ち
の
一
生
を
マ
ン
ガ
に
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
そ
れ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
人
が
徐
々
に
増
え
、
20
年
経
っ
た
今
で
は
そ
れ
を
仕
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ
ら
、
ぜ
ひ
吉
良
氏
ゆ
か
り
の
お
寺
や
神
社
、
史
跡
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
足
利
長お
さ
う
じ氏

が
、
吉
良
満み

つ
さ
だ貞

が
、
吉
良
義

よ
し
あ
き
ら昭

や
富と

み

永な
が

伴ば
ん

五ご

郎ろ
う

が
か
つ
て
そ
こ
を
歩
い
て
、
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
し
た
で
あ
ろ
う
場
所
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
遠
い
遠
い
昔
の
出
来
事
や
人
々
の
こ
と
が
、
少
し
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
百
年
を
経
て
そ
こ
に
自
分
が
立
っ
て
い
る
こ
と
を
少
し
不
思
議
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
土
地
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
自
分
を
構
成
す
る
要
素
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
誇
り
高
く
、
運
命
に
負
け
ず
に
生
き
抜
い
た
彼
ら
の
「
心こ
こ
ろ
い
き

意
気
」
は
、
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
の
中
に
も
き
っ
と
受
け
継
が
れ
生
き
続
け
て
い
る
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
制
作
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
伊
藤
哲
央
さ
ん
は
じ
め
吉
良
氏
８
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
２
０
２
０
年
２
月 

す
ず
き
　
孔
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